
地域共生社会の実現に向けた地域主体の取り組みを紹介します。

錦町：南宿夏祭り

（町内お楽しみ会）

つながり、支え合う地域づくり



「子どもひなんの家」の指定を受けた町内会長は、

近所に住む子どもの顔も保護者も分からないのに、

いざという時、子どもたちを助けることができるのか？

と疑問に感じ、そうした課題を解決すべく、町内会のみなさんと、

子どもたち、その保護者と交流を図ることを目的に行われたのが、

「南宿夏祭り（町内お楽しみ会）」です。

今年で３回目となる夏祭りは、夏休み最後の日曜日に、昔から

地域を守る鎮守さま「八坂神社」の境内で開催され、町内会役員、子ども、

保護者、約65名が参加しました。

 【夏祭りの内容】

・ ビンゴ大会 ・ ヨーヨー釣り ・ 駄菓子屋さん

・ くじ引き ・ 大人のじゃんけん大会

錦町：南宿夏祭り（町内お楽しみ会）ってなに？？？



錦町：南宿夏祭り（町内お楽しみ会）の様子



参加者インタビュー
【子ども・大人】

・ スイカやポップコーンを食べながら、ビンゴやくじ引きなど楽しかった。（９歳）

・ 駄菓子をたくさんもらえて嬉しかった！（12歳）

・ 回覧板で地区の夏祭りがあるのを知った。地域の人たちと関わる機会が少ない中で、

子どもと一緒に参加できるイベントがあって非常に有意義だった。（30代男性）

・ 地域との関係性を大切にしたいと考えており、こうしたイベントには積極的に参加し

たい。（30代男性）

・ こうしたイベントに参加することで、地域の方たちが、子どもたちを大切にしてく

れていると感じることができた。来年も必ず参加したい。（40代女性）

【運営側：町内会役員】

・ 同じ地域に住みながら、見たこともない家庭があることに驚く。この夏祭りを継続し、

地域を盛り上げていきたい。（70代男性）

・ この夏祭りをきっかけに、長年続いている神社のお祭りや、芋煮会など地域のイベン

トに参加する家庭が増えることを願う。（60代男性）

・ 地域が子どもたちの安全を守ることは重要なこと。この夏祭りをきっかけに地域と

の繋がりを深めて欲しい。（50代男性）

・ 予算上、募集する地域を限定しているが、地域内に住む多くの子どもたちに参加して

もらえるよう内容も検討していこうと思う。（60代男性）



夏祭りを行った地域（錦東小学区）は、区画整理事業により新たな住宅な
どが建ち並び、児童数の増加が見られるとともに、地域全域が「津波浸水想
定区域内」に指定されているなど、防災上の課題を有する地域です。
町内会長の坂本基善さんは、災害から地域住民を守り、子どもたちを安全
に育てるためには、世代間の交流を行う機会をつくり、学校と地域が連携し

ていくことが重要であり、こうした活動が「地域共生社会」の実現に繋
がっていくと強く訴えます。
蝉時雨の中、楽しむ子どもたちを見守る目に、地域で子どもたちを守る、
そんな気概を感じることができた夏祭りでした。
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